
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月
こんげつ

の保健
ほ け ん

目標
もくひょう

は、「けがを予防
よ ぼ う

しよう」です。 

ケガの原因
げんいん

はいろいろありますが、少
すこ

し注意
ちゅうい

す

れば防
ふせ

げることが多
おお

くあります。救急車
きゅうきゅうしゃ

を呼
よ

ぶよ

うな大
おお

きなケガにつながらないように、運動
うんどう

や

作業
さぎょう

の前
まえ

には、じゅうぶん注意
ちゅうい

してくださいね。 

内科

38%外科

62%

１学期の保健室利用状況 

 

 1 学期に保健室を利用した人数は

３５３人で、そのうち、２２０人

（６８％）がすり傷や打撲などの

外科的利用でした。朝のトレーニ

ングや体育の時間に、転んでケガ

をすることが多いようです。 

平成３０年９月３日 

相馬支援学校保健室 

NO６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 関東地方で患者が増えている風疹について、国立感染 

研究所（感染研）は２８日、今月１９日までの１週間で 

新たに４３人増え、今年に入り全国で計１８４人になったと 

発表した。数十人規模で患者が急増するのは、国内では 

大流行した２０１２～１３年以来。専門家は注意を呼びかけ 

ている。都道府県別の患者数は、千葉県６２人（前週比 

２０人増）と東京都４７人（同８人増）が群を抜いて多く、 

神奈川県や埼玉県などでも増えている。予防接種の機会が 

少なく、免疫がない３０～５０歳代の男性が多い。 

 風疹の症状は発熱や発疹などだが、症状が出ない人も３割 

程度いる。くしゃみやせきなどで感染し、潜伏期間は２～３ 

週間ある。妊娠初期の女性が感染すると、先天性風疹症候群 

の赤ちゃんが生まれ、心疾患や難聴、白内障などの障害が 

出る恐れがある。 

  

むし歯や視力など健康診断の結果、病院でみてもら

うようにお知らせをもらっている人がいると思いま

す。夏休みに病院にいけなかった人は、できるだけ早

く病院に行くようにしてください。どこの病院に行っ

たらいいか悩んでいるようでしたら、一度学校にご相

談ください。 

風疹患者が関東で急増・・・
千葉、東京が群を抜く 

 
～２０１８年８月２８日付 

読売オンラインより～ 


